
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のビデオ信号をデータ圧縮処理して を有する第１の符号化データを生
成する第１のデータ処理手段と、
　前記第１のビデオ信号と同時並列的に入力される第２のビデオ信号を、前記第１のデー
タ処理手段に対応するデータ処理によりデータ圧縮処理して前記第１の符号化データと同
一の を有する第２の符号化データを生成する第２のデータ処理手段と、
　情報記録面を同心円状に分割して形成された各小領域に前記第１及び第２の符号化デー
タをそれぞれ割り当てて、前記第１及び第２の符号化データを１枚の光ディスクに記録す
る記録手段と
　を備えることを特徴とする光ディスク装置。
【請求項２】
　前記第１及び第２のデータ処理手段は、
　前記第１及び第２の符号化データが同一のデータ量になるように、前記第１及び第２の
ビデオ信号をデータ圧縮する
　ことを特徴とする請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項３】
　前記第２のデータ処理手段は、
　前記第１の符号化データのデータ量に比して、第２の符号化データのデータ量が低下す
るように、前記第２のビデオ信号をデータ圧縮する
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　ことを特徴とする請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項４】
　前記光ディスクの所定領域に、
　前記第１及び第２の符号化データの管理用データを記録する
　ことを特徴とする請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項５】
　前記光ディスクの所定領域に、
　前記第１及び第２の符号化データによる編集リストの記録領域が形成された
　ことを特徴とする請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項６】
　第１のビデオ信号をデータ圧縮処理して を有する第１の符号化データを生
成す
る第１のデータ処理のステップと、
　前記第１のビデオ信号と同時並列的に入力される第２のビデオ信号を、前記第１のデー
タ処理のステップに対応するデータ処理によりデータ圧縮処理して前記第１の符号化デー
タと同一の を有する第２の符号化データを生成する第２のデータ処理のステ
ップと、
　情報記録面を同心円状に分割して形成された各小領域に前記第１及び第２の符号化デー
タをそれぞれ割り当てて、前記第１及び第２の符号化データを１枚の光ディスクに記録す
る記録のステップと
　を備えることを特徴とする光ディスクの記録方法。
【請求項７】
　前記第１及び第２のデータ処理のステップは、
　前記第１及び第２の符号化データが同一のデータ量になるように、前記第１及び第２の
ビデオ信号をデータ圧縮する
　ことを特徴とする請求項６に記載の光ディスクの記録方法。
【請求項８】
　前記第２のデータ処理のステップは、
　前記第１の符号化データのデータ量に比して、第２の符号化データのデータ量が低下す
るように、前記第２のビデオ信号をデータ圧縮する
　ことを特徴とする請求項６に記載の光ディスクの記録方法。
【請求項９】
　前記光ディスクの所定領域に、
　前記第１及び第２の符号化データの管理用データを記録する
　ことを特徴とする請求項６に記載の光ディスクの記録方法。
【請求項１０】
　前記光ディスクの所定領域に、
　前記第１及び第２の符号化データによる編集リストの記録領域を形成する
　ことを特徴とする請求項６に記載の光ディスクの記録方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、光ディスク装置 に関し、例えば演奏会場等の収録
現場で、テレビジョンカメラより得られるビデオ信号を処理するフィールド編集システム
に適用することができる。本発明は、同時並列的に得られる第１及び第２のビデオ信号を
符号化処理して１の光ディスクに記録することにより、第１及び第２のビデオ信号による
素材を容易に管理し、容易にハンドリングできるようにする。
【０００２】
【従来の技術】
従来、演奏会場等の収録現場においては、複数台のテレビジョンカメラを配置して、これ
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ら複数台のテレビジョンカメラにより各場面をそれぞれ撮像するようになされている。さ
らに収録現場では、これら複数台のテレビジョンカメラより得られるビデオ信号をスイッ
チャーにより切り換えて１台のビデオテープレコーダにより記録し、また各テレビジョン
カメラに接続されたビデオテープレコーダにより記録するようになされている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで複数台のテレビジョンカメラより得られるビデオ信号を切り換えて１台のビデオ
テープレコーダにより記録する場合、このビデオテープレコーダにより記録されたビデオ
信号をそのまま放送に使用できる特徴があるものの、突発的な場面、収録現場では予測困
難な場面等については、記録に残すことが困難な欠点がある。
【０００４】
これに対して各テレビジョンカメラのビデオ信号を各ビデオテープレコーダにより記録す
る場合、このような突発的な場面、収録現場では予測困難な場面等も漏れなく記録に残す
ことができる。また種々に収録内容を編集し直すこともでき、これらにより複数系統のビ
デオ信号を切り換えて１台のビデオテープレコーダにより記録する場合に比して、使い勝
手を向上することができる。
【０００５】
ところがこのように各テレビジョンカメラのビデオ信号を各ビデオテープレコーダにより
記録する場合、収録現場においては、複数の記録媒体に素材が記録されることにより、こ
れら素材の管理が煩雑になる問題がある。また編集時においては、これら複数の記録媒体
に記録された素材をハンドリングする必要があり、この場合も素材のハンドリングが煩雑
になる。
【０００６】
ちなみに、編集現場においては、これら収録した磁気テープでなる素材テープより作業テ
ープを作成し、この作業テープを用いたオフライン編集により編集リスト（ＥＤＬ： Edit
 Decision List）を作成する。さらにこの編集リストに従って素材テープを用いたオンラ
イン編集作業が実行される。
【０００７】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、複数チャンネルのビデオ信号による各素
材を容易に管理し、容易にハンドリングすることができる光ディスク装置

を提案しようとするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を解決するため本発明においては、第１のビデオ信号をデータ圧縮処理して

を有する第１の符号化データを生成する第１のデータ処理手段と、前記第１
のビデオ信号と同時並列的に入力される第２のビデオ信号を、前記第１のデータ処理手段
に対応するデータ処理によりデータ圧縮処理して前記第１の符号化データと同一の

を有する第２の符号化データを生成する第２のデータ処理手段と、情報記録面を同
心円状に分割して形成された各小領域に前記第１及び第２の符号化データをそれぞれ割り
当てて、前記第１及び第２の符号化データを１枚の光ディスクに記録する記録手段とを備
えるようにする。
【０００９】
第１及び第２のビデオ信号をデータ圧縮処理して第１及び第２の符号化データを生成し、
この第１及び第２の符号化データを光ディスクに記録すれば、複数チャンネルのビデオ信
号を１の光ディスクに記録して管理することができる。また光ディスクにおいては、ラン
ダムアクセスできることにより、編集リストにより管理して、編集時のハンドリングも向
上させることができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施の形態を詳述する。
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【００１１】
（１）第１の実施の形態
（１－１）第１の実施の形態の構成
図２は、第１の実施の形態に係る編集システムに適用される光ディスクを示す平面図であ
る。この光ディスク１は、所定のカートリッジ１Ａに収納して保持され、これにより塵等
の進入を低減できるようになされている。さらに光ディスク１は、テレビジョンカメラ、
光ディスク装置等の機器に装填されると、このカートリッジ１Ａに配置されたシャッター
がスライドして情報記録面が露出するように形成され、これによりテレビジョンカメラ、
光ディスク装置等によりアクセスできるようになされている。
【００１２】
この光ディスク１は、両面に情報記録面を形成した、書き換え可能ないわゆる相変化型の
光ディスクでなり、レーザービームのガイド溝を担うプリグルーブが蛇行して形成され、
レーザービーム照射位置におけるこのプリグルーブの蛇行周期が一定周期になるように回
転駆動して、ＺＣＬＶ（ Zone Constant Linear Verocity)線速度一定の条件により光ディ
スク１を回転駆動できるようになされている。
【００１３】
この光ディスク１は、内周側に、システムデータ領域ＡＲＳが形成される。ここでシステ
ムデータ領域ＡＲＳは、同心円状に３つの領域ＡＲＳＡ、ＡＲＳＢ、ＡＲＳＣに分割され
、最内周の領域ＡＲＳＡに、この光ディスクの製造時に記録された管理用データが記録さ
れる。ここでこの管理用データは、光ディスク１へのデータ記録時における最適光量、光
ディスク１で共通のシリアル番号、光ディスク１にそれぞれ割り当てられた固有の識別デ
ータ等により構成される。
【００１４】
続く外周側の領域ＡＲＳＢには、光ディスク１に記録したディジタルビデオ信号及びディ
ジタルオーディオ信号の管理用データが記録される。ここで管理用データは、各ディジタ
ルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号のアクセスに必要なデータ、復号に必要なデ
ータ、撮像時の条件のデータ、カメラマンにより設定される編集可能ファイルか否かの識
別データ等により構成される。
【００１５】
このうちアクセスに必要なデータは、ディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信
号による各ファイルの記録開始位置、記録終了位置でなるアドレス情報、記録開始時点及
び記録終了時点のタイムコード等により構成される。また復号に必要なデータは、ビデオ
信号及びオーディオ信号のフォーマット、オーディオデータのサンプリングレート、圧縮
／非圧縮の識別データ等により構成される。撮像時の条件のデータは、撮像した日時、場
所、カメラマンの名前、テレビジョンカメラのセッティングデータにより構成され、セッ
ティングデータは、テレビジョンカメラに設定されたホワイトバランス、利得、オーディ
オ信号のレベル設定、絞りのデータ等が記録される。これにより光ディスク１では、この
領域ＡＲＳＢに記録された管理用データにより、光ディスク１に記録された各ファイルの
履歴等を確認できるようになされている。
【００１６】
続く外周側の領域ＡＲＳＣは、編集用のデータが記録される。ここでこの編集用のデータ
は、ファイル形式により記録され、この光ディスク１に記録された各ファイルを編集する
編集リストが記録される。なおこの編集リストは、各ファイルについて設定された編集点
のデータが、タイムコード及びアドレスにより、遷移の形態（例えばカット編集、クロス
フェード等）と共に、再生順序に記録されて形成される。これにより光ディスク１は、所
望の編集リストを選択して、この選択した編集リストに従って記録した取材内容を順次再
生できるようになされている。
【００１７】
これに対して外周側の領域ＡＲＵは、ユーザー領域に割り当てられ、ディジタルビデオ信
号及びディジタルオーディオ信号が記録される。ここでユーザー領域ＡＲＵは、同心円状
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に小領域ＡＲＵ１、ＡＲＵ２、……に分割される。さらに各小領域ＡＲＵ１、ＡＲＵ２、
……は、同心円状に５つの領域に分割され、これら５つの領域の最外周の領域がディジタ
ルビデオ信号Ｖ１の記録領域に割り当てられ、内周側の各領域が、それぞれ４チャンネル
のディジタルオーディオ信号Ａ１～Ａ４の記録領域に割り当てられる。これによりこの光
ディスク１では、例えば被写体を撮像する際の周囲の音声（以下環境音と呼ぶ）、アナウ
ンサーによる解説の音声、種々の言語による解説の音声、バックグラウンドミュージック
等を、ディジタルビデオ信号に対応して記録できるようになされている。
【００１８】
この実施の形態では、このようにして割り当てられた各小領域ＡＲＵ１、ＡＲＵ２、……
が、外周側より、順次循環的に、第１及び第２のテレビジョンカメラより入力されるビデ
オ信号の系統に割り当てられるようになされている。
【００１９】
図１は、この編集システムに適用される光ディスク装置の記録系を示すブロック図である
。この光ディスク装置２は、２台のテレビジョンカメラより出力されるディジタルビデオ
信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、各ディジタルビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢに対応するオーディオ信号
ＳＡＡ、ＳＡＢを光ディスク１に記録する。
【００２０】
すなわちこの光ディスク装置２において、光ピックアップ３は、図示しないスレッド機構
により光ディスク１の半径方向に可動し、これにより光ディスク１の所望の領域をアクセ
スできるようになされている。また光ピックアップ３は、光ディスク１にレーザービーム
を照射し、その戻り光の受光結果よりトラッキング制御、フォーカス制御され、さらに戻
り光の光量に応じて信号レベルが変化する再生信号を生成して出力する。
【００２１】
また光ピックアップ３は、レーザービームの光量に応じて信号レベルが変化するレーザー
ビーム光量のモニタ信号を出力し、このモニタ信号の信号レベルを基準にしたサーボ回路
の制御により、チャンネルコーディング回路４より出力される駆動信号ＳＲ等に応じて、
再生時の光量からピット形成の最適光量にレーザービームの光量を間欠的に立ち上げる。
これにより光ディスク装置２は、光ディスク１に所望のデータを熱記録する。
【００２２】
このデータ記録の際に、光ピックアップ３は、ユーザー領域ＡＲＵの各領域を順次循環的
にシークし、かつ各領域においては外周側より順次内周側に変位してディジタルビデオ信
号及びディジタルオーディオ信号を光ディスク１に熱記録する。これにより光ディスク装
置２では、光ディスク１をＺＣＬＶの条件により回転駆動した際に、高転送レートにより
記録されたデータを再生することができる外周側領域より、順次ディジタルビデオ信号及
びディジタルオーディオ信号を光ディスク１に記録するようになされている。
【００２３】
スピンドルモータ５は、図示しないサーボ回路の制御により、記録時、ＺＣＬＶの条件に
より光ディスク１を回転駆動し、再生時、記録時に比して高回転速度の角速度一定の条件
により光ディスク１を回転駆動する。これにより光ディスク装置２では、再生時、高転送
速度により得られる再生信号を間欠的に処理して連続したビデオ信号及びオーディオ信号
を再生できるようになされ、また間欠的に処理して発生する待ち時間を利用して光ピック
アップ３をシークさせることができるようになされている。
【００２４】
ビデオプロセス回路６Ａは、第１のテレビジョンカメラより出力されるディジタルビデオ
信号ＳＶＡを受け、このディジタルビデオ信号ＳＶＡの信号レベルを補正し、またブラン
キング期間等の不要なデータを除去して出力する。
【００２５】
データ圧縮回路７Ａは、このビデオプロセス回路６Ａより出力されるディジタルビデオ信
号をＭＰＥＧ（ Moving Picture Experts Group）に規定のフォーマットにより順次データ
圧縮し、符号化データＤＶＡを出力する。このときデータ圧縮回路７Ａは、例えばデータ
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圧縮単位でなるＧＯＰ（ Group Of Pictures ）を単位にして、符号化データＤＶＡが一定
データ量になるように、ディジタルビデオ信号をデータ圧縮する。
【００２６】
ビデオプロセス回路６Ｂは、第２のテレビジョンカメラより出力されるディジタルビデオ
信号ＳＶＢを受け、このディジタルビデオ信号ＳＶＢの信号レベルを補正し、またブラン
キング期間等の不要なデータを除去して出力する。
【００２７】
データ圧縮回路７Ｂは、このビデオプロセス回路６Ｂより出力されるディジタルビデオ信
号をＭＰＥＧに規定のフォーマットにより順次データ圧縮し、符号化データＤＶＢを出力
する。このときデータ圧縮回路７Ｂは、符号化データＤＶＡと発生データ量が等しくなる
ように、ディジタルビデオ信号をデータ圧縮する。
アナログディジタル変換回路（Ａ／Ｄ）８Ａは、第１のディジタルビデオ信号ＳＶＡに対
応するオーディオ信号ＳＡＡをアナログディジタル変換処理し、オーディオデータを出力
する。なおこのオーディオ信号ＳＡＡは、例えば第１のディジタルビデオ信号ＳＶＡを出
力するテレビジョンカメラに配置されたマイクにより取得されたものであり、アナログデ
ィジタル変換回路８Ａは、オペレータの設定により４８〔ｋＨｚ〕／１６〔Ｂｉｔ〕、４
４〔ｋＨｚ〕／８〔Ｂｉｔ〕等のサンプリングレートによりアナログディジタル変換処理
する。
【００２８】
パッキング回路９Ａは、アナログディジタル変換回路８Ａより出力されるオーディオデー
タを所定のデータ単位でブロック化して出力する。このときパッキング回路９Ａは、オペ
レータの選択により、オーディオデータをデータ圧縮して出力する。
【００２９】
アナログディジタル変換回路８Ｂは、アナログディジタル変換回路８Ａと同様にして、第
２のディジタルビデオ信号ＳＶＢに対応するオーディオ信号ＳＡＢをアナログディジタル
変換処理し、オーディオデータを出力する。パッキング回路９Ｂは、パッキング回路９Ａ
と同様にして、アナログディジタル変換回路８Ｂより出力されるオーディオデータを所定
のデータ単位でブロック化して出力する。
【００３０】
メモリ１１は、大容量のバッファメモリでなり、メモリ制御回路１０のアドレス制御によ
り、データ圧縮回路７Ａ、７Ｂより出力される符号化データＤＶＡ、ＤＶＢ、パッキング
回路９Ａ、９Ｂより出力されるオーディオデータＤＡＡ、ＤＡＢを順次取り込んで一時保
持する。さらにメモリ１１は、符号化データＤＶＡ、ＤＶＢ、オーディオデータＤＡＡ、
ＤＡＢを所定の時間間隔で区切って順次ブロック化し、これらブロック単位で符号化デー
タＤＶＡ、ＤＶＢ、オーディオデータＤＡＡ、ＤＡＢを時分割多重化して出力する。ここ
でこの時間間隔は、符号化データＤＶＡ、ＤＶＢの複数ＧＯＰに対応する期間に設定され
る。このときメモリ１１は、光ピックアップ３のシークに充分な時間間隔を間に挟んで、
これら符号化データＤＶＡ、ＤＶＢ、対応するオーディオデータＤＡＡ、ＤＡＢを順次時
分割多重化する。
【００３１】
ＥＣＣ回路１３は、この時分割多重化されたデータに誤り訂正符号、タイムコード等を付
加した後、インターリーブ処理して出力する。このときＥＣＣ回路１３は、符号化データ
ＤＶＡ、ＤＶＢについては１ＧＯＰを、オーディオデータＤＡＡ、ＤＡＢについては、こ
の１ＧＯＰの期間に対応するデータ量を誤り訂正処理単位でなるＥＣＣデータブロックに
設定し、各ＥＣＣデータブロックに、それぞれ積符号形式の誤り訂正符号を付加する。
【００３２】
チャンネルコーディング回路４は、光ディスク１の記録に適した変調方式により、このＥ
ＣＣ回路１３の出力データを変調した後、シリアルデータに変換して駆動信号ＳＲを生成
する。これらにより光ディスク装置２では、所定の時間間隔を間に挟んで、符号化データ
ＤＶＡによる駆動信号ＳＲ、符号化データＤＶＢによる駆動信号ＳＲ、オーディオデータ
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ＤＡＡによる駆動信号ＳＲ、オーディオデータＤＡＢによる駆動信号ＳＲが所定順序で順
次循環的に出力されるようになされ、この駆動信号ＳＲの出力に対応して光ピックアップ
３をシークさせて、光ディスク１の対応する領域を順次循環的にアクセスすることにより
、２チャンネルのビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、対応するオーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢを
同時並列的に光ディスク１に記録するようになされている。これによりこの光ディスク装
置２では、ビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、対応するオーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢによる素
材を１の記録媒体に記録して、その分従来に比してこれら素材の管理を簡略化できるよう
になされている。
【００３３】
システム制御回路１５は、この光ディスク装置２の動作を制御するマイクロコンピュータ
により構成され、光ディスク１が装填されると、又は電源が立ち上げられると、サーボ回
路を制御して光ピックアップ３を光ディスク１の内周側にシークさせ、光ディスク１のシ
ステムデータ領域ＡＲＳに記録された管理用データ１６を取得する。
【００３４】
システム制御回路１５は、オペレータの操作に応動して、記録系の動作を制御し、２チャ
ンネルのビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、対応するオーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢが入力され
る場合には、上述したように、これらビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、対応するオーディオ信
号ＳＡＡ、ＳＡＢを同時並列的に光ディスク１に記録する。このときシステム制御回路１
５は、取得した管理用データ１６により光ディスク１の空き領域等を検出し、この検出結
果に基づいて光ピックアップ３のアクセスを制御する。
【００３５】
またシステム制御回路１５は、光ディスク１へのビデオ信号、オーディオ信号の記録が完
了すると、このビデオ信号及びオーディオ信号の記録開始位置、記録終了位置を示すアド
レス、記録開始時、記録終了時のタイムコード等により管理用データを生成し、この管理
用データを光ディスク１より取得した管理用データ１６に追加する。このときシステム制
御回路１５は、ビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢを送出するテレビジョンカメラより取得した撮
像時の条件のデータ、又はオペレータの操作により入力された撮像時の条件のデータを付
加して管理用データを生成する。またシステム制御回路１５は、オーディオ信号のサンプ
リングレート、圧縮／非圧縮の識別データも管理用データに割り当てる。
【００３６】
さらにシステム制御回路１５は、このようにして更新した管理用データ１６が光ディスク
１のシステムデータ領域ＡＲＳの管理用データと一致するように、所定のタイミングで光
ピックアップ３をシステムデータ領域ＡＲＳにシークさせ、システムデータ領域ＡＲＳを
更新する。
【００３７】
これらにより光ディスク装置２では、複数の素材を記録した光ディスク１に、これら素材
の管理に必要なデータを記録するようになされ、これによりこれら素材のハンドリングを
簡略化できるようになされている。
【００３８】
すなわち図３は、この光ディスク装置２の再生系を示すブロック図であり、システム制御
回路１５は、光ディスク１より取得した管理用データ１６、さらには上述したビデオ信号
等の記録に対応して更新した管理用データ１６を基準にして、オペレータの操作に応動し
て光ピックアップ３をシークさせると共にこの再生系の動作を制御し、これによりオペレ
ータの所望するビデオ信号及びオーディオ信号を再生する。
【００３９】
さらにこの一連の処理において、システム制御回路１５は、オペレータにより編集点の設
定を受け付けて編集リスト１７を作成し、オペレータがプレビューの操作を実行すると、
この編集リスト１７に従って光ピックアップ３をシークさせると共にこの再生系の動作を
制御し、これにより編集リスト１７に従って光ディスク１を再生して編集結果を出力する
。さらにオペレータの操作により、編集リストが確定すると、システム制御回路１５は、
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この編集リスト１７を光ディスク１のシステムデータ領域ＡＲＳに記録する。これらによ
り光ディスク装置２では、複数チャンネルのビデオ信号を記録した光ディスク１に、これ
らビデオ信号を管理する管理用データを記録して、編集作業のハンドリングを向上するよ
うになされている。またこれに加えて編集リストを併せて光ディスク１に記録することに
よっても、さらに一段と編集作業のハンドリングを向上するようになされている。
【００４０】
このようなビデオ信号及びオーディオ信号の再生において、システム制御回路１５は、所
定の時間間隔で、光ピックアップ３をシークさせて、ビデオ信号が記録された領域Ｖ１、
オーディオ信号が記録された領域Ａ１～Ａ４を順次交互にアクセスし、再生系の処理によ
り、この光ピックアップ３のアクセスに対応して間欠的に、かつ交互に再生されるビデオ
信号及びオーディオ信号を連続した信号により出力する。さらに編集リストに従ってビデ
オ信号及びオーディオ信号を再生する場合、システム制御回路１５は、同様にして光ピッ
クアップ３をシークさせ、編集リストによりビデオ信号が記録された領域Ｖ１、オーディ
オ信号が記録された領域Ａ１～Ａ４を順次交互にアクセスする。
【００４１】
すなわち光ディスク装置２の再生系においては、角速度一定の条件により、記録時に比し
て高速度で光ディスク１が回転駆動されることにより、光ピックアップ３より高転送速度
の再生信号ＲＦが得られる。この再生系は、図示しない再生信号処理回路において、この
再生信号ＲＦよりクロックを再生し、このクロックを基準にして再生信号ＲＦをアナログ
ディジタル変換処理してディジタル再生信号を生成する。さらに再生系は、ＰＲＭＬ（ Pa
rtial Response Maximum Likelihood ）の手法を適用してこのディジタル再生信号を処理
し、チャンネルコーディング回路４より出力される駆動信号ＳＲ（図１）に対応する再生
データを生成する。
【００４２】
チャンネルデコーディング回路２０は、この再生データよりＥＣＣ回路１３の出力データ
を復号して出力する。ＥＣＣデコード回路２１は、チャンネルデコーディング回路２０の
出力データを誤り訂正処理し、またデインターリーブ処理して出力する。この実施の形態
では、所定の時間間隔で、ビデオ信号が記録された領域Ｖ１、オーディオ信号が記録され
た領域Ａ１～Ａ４を光ピックアップ３が順次交互にアクセスすることにより、ＥＣＣデコ
ード回路２１は、符号化データＤＶＡ、ＤＶＢによるＥＣＣデータブロックと、オーディ
オデータＤＡＡ、ＤＡＢによるＥＣＣデータブロックとを、この光ピックアップ３のアク
セスに対応して、交互に誤り訂正処理して符号化データＤＶＡ、ＤＶＢ、オーディオデー
タＤＡＡ、ＤＡＢを出力することになる。またこのとき光ディスク１の回転速度に対応し
た高転送速度により出力することになる。
【００４３】
メモリ２２は、大容量のバッファメモリでなり、メモリ制御回路２３のアドレス制御によ
り、ＥＣＣデコード回路２１より出力される符号化データＤＶＡ、ＤＶＢ、オーディオデ
ータＤＡＡ、ＤＡＢを取り込んで一時保持する。さらにメモリ２２は、取り込んだ符号化
データＤＶＡ、ＤＶＢ、オーディオデータＤＡＡ、ＤＡＢを時間軸伸長し、それぞれ時系
列により連続するように出力する。
【００４４】
データ伸長回路２４は、メモリ制御回路２３を介して時系列により連続する符号化データ
ＤＶＡ、ＤＶＢを受け、データ伸長して出力する。ビデオプロセス回路２５は、このデー
タ伸長回路２４より出力されるビデオデータにブランキング等のデータを付加し、これに
より記録時のディジタルビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢを再生して出力する。
【００４５】
デパッキング回路２６は、メモリ制御回路２３を介して時系列により連続するオーディオ
データＤＡＡ、ＤＡＢを受け、このオーディオデータＤＡＡ、ＤＡＢをパッキング回路９
Ａ、９Ｂと逆のデータ処理により処理して出力する。ディジタルアナログ変換回路（Ｄ／
Ａ）２７は、デパッキング回路２６の出力データをディジタルアナログ変換処理し、これ
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により記録時のオーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢを再生して出力する。
【００４６】
（１－２）第１の実施の形態の動作
以上の構成において、光ディスク装置２においては（図１）、光ディスク１が装填される
と、光ピックアップ３が光ディスク１の内周側にシークし、内周側のシステムデータ領域
ＡＲＳに記録された管理用データ１６がシステム制御回路１５に取得される。これにより
システム制御回路１５において、光ディスク１の記録可能領域が検出される。
【００４７】
この状態で例えば演奏会場等の収録現場において、所定の箇所に配置された第１及び第２
のテレビジョンカメラよりディジタルビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢが入力され、またこのデ
ィジタルビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢに対応するオーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢが入力され
、オペレータにより光ディスク１への記録が指示されると、光ディスク装置２においては
、ディジタルビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢがそれぞれビデオプロセス回路６Ａ、６Ｂにより
所定の処理を受けた後、データ圧縮回路７Ａ及び７Ｂによりそれぞれデータ圧縮単位でな
るＧＯＰの発生データ量が等しくなるように、ＭＰＥＧの手法によりデータ圧縮処理され
、これによりそれぞれ符号化データＤＶＡ、ＤＶＢに変換される。さらに連続する符号化
データＤＶＡ、ＤＶＢがメモリ制御回路１０を介してメモリ１１に蓄積される。
【００４８】
このビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢの処理と同時並列的に、オーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢは
、アナログディジタル変換回路８Ａ、８Ｂにおいて、所定のサンプリングレートによりオ
ーディオデータに変換された後、パッキング回路９Ａ、９Ｂを介して圧縮／非圧縮のオー
ディオデータＤＡＡ、ＤＡＢに変換される。さらにこのようにして得られる連続するオー
ディオデータＤＡＡ、ＤＡＢがメモリ制御回路１０を介してメモリ１１に一時蓄積される
。
【００４９】
このようにしてメモリ１１に一時蓄積された符号化データＤＶＡ、ＤＶＢ、オーディオデ
ータＤＡＡ、ＤＡＢは、ＧＯＰを単位にした所定の時間間隔毎にブロック化されて時間軸
圧縮され、この時間軸圧縮されたこれら符号化データＤＶＡ、ＤＶＢ、オーディオデータ
ＤＡＡ、ＤＡＢが、光ピックアップ３のシークに要する時間間隔を間に挟んで、順次時分
割多重化されてＥＣＣ回路１３に出力される。さらにＥＣＣ回路１３において、ＥＣＣデ
ータブロック単位で誤り訂正符号が付加された後、チャンネルコーディング回路４により
光ピックアップ３の駆動信号ＳＲに変換される。さらにこの駆動信号ＳＲにより光ピック
アップ３から射出されるレーザービームの光量が再生時の光量から間欠的に立ち上げられ
、これにより第１のビデオ信号ＳＶＡ、第２のビデオ信号ＳＶＢ、第１のビデオ信号ＳＶ
Ａに対応するオーディオ信号ＳＡＡ、第２のビデオ信号ＳＶＢに対応するオーディオ信号
ＳＡＢが所定順序で順次循環的に光ディスク１に記録される。
【００５０】
このとき光ディスク１の外周側より（図２）、第１のビデオ信号ＳＶＡの系統に割り当て
られた小領域ＡＲＵ１の、ビデオ信号に割り当てられた領域、この小領域ＡＲＵ１の１チ
ャンネルのオーディオ信号に割り当てられた領域、第２のビデオ信号ＳＶＢの系統に割り
当てられた小領域ＡＲＵ２の、ビデオ信号に割り当てられた領域、この小領域ＡＲＵ２の
１チャンネルのオーディオ信号に割り当てられた領域を、駆動信号ＳＲにおける順序に対
応して順次循環的に光ピックアップ３がシークすることにより、またこの光ピックアップ
３のシークに対応して光ディスク１がＺＣＬＶにより回転駆動されることにより、これら
第１のビデオ信号ＳＶＡ、第２のビデオ信号ＳＶＢ、第１のビデオ信号ＳＶＡに対応する
オーディオ信号ＳＡＡ、第２のビデオ信号ＳＶＢに対応するオーディオ信号ＳＡＢが、そ
れぞれ対応する領域に記録される。
【００５１】
これらにより光ディスク装置２では、同時並列的に入力され、かつ同一の時間情報を有し
てなるビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢが、対応するオーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢと共に、１
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の記録媒体でなる光ディスク１に記録され、これによりこれらビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ
、オーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢによる各素材を１元的に管理することができようになり
、従来の磁気テープによる場合に比して素材の管理が簡略化される。
【００５２】
さらにこのようにして光ディスク１へのビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、オーディオ信号ＳＡ
Ａ、ＳＡＢの記録が完了すると、システム制御回路１５により管理用データ１６が生成さ
れ、この管理用データ１６が光ディスク１のシステムデータ領域ＡＲＳに記録される。こ
れにより光ディスク１に記録した複数の素材について、履歴等についても、同一の光ディ
スク１に記録され、これら素材の管理が一段と簡略化される。
【００５３】
すなわちこの光ディスク１は、収録現場より放送局に持ち帰り、同様の光ディスク装置に
より、又は収録現場において、光ディスク装置２により編集される。
【００５４】
この光ディスク装置２における編集においては（図３）、光ディスク１が装填されると、
光ピックアップ３が光ディスク１の内周側にシークし、内周側のシステムデータ領域ＡＲ
Ｓに記録された管理用データ１６がシステム制御回路１５に取得され、これによりシステ
ム制御回路１５において、光ディスク１に記録されたビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、オーデ
ィオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢの記録位置情報、履歴等が取得される。
【００５５】
この履歴によりオペレータが所望のビデオ信号、オーディオ信号の再生を指示すると、光
ディスク装置２では、角速度一定の条件により高速度で光ディスク１が回転駆動された状
態で、光ピックアップ３が対応する領域にシークし、オペレータの所望する領域より記録
時に比して高転送速度の再生信号ＲＦが再生される。さらにこの再生信号ＲＦが再生デー
タに変換され、この再生データより符号化データ、オーディオデータが復号されてメモリ
２２に格納される。
【００５６】
このメモリ２２に所定量だけ符号化データ又はオーディオデータが蓄積されると、光ピッ
クアップ３がシークし、このメモリ２２に蓄積したデータに対応するオーディオデータ又
は符号化データが、同様にして光ディスク１より再生されてメモリ２２に蓄積される。
【００５７】
この符号化データ、オーディオデータの再生が、交互に繰り返されて、光ディスク装置２
では、間欠的にかつ高転送速度により、オペレータの指定したビデオ信号及びオーディオ
信号に対応する符号化データ、オーディオデータが光ディスク１より再生されて、メモリ
２２に蓄積される。
【００５８】
このような符号化データ、オーディオデータの蓄積と平行して、光ディスク装置２では、
メモリ２２に蓄積された符号化データ及びオーディオデータがそれぞれ連続するデータ列
により、データ伸長回路２４、デパッキング回路２６に出力され、それぞれ元のビデオ信
号ＳＶＡ又はＳＶＢ、オーディオ信号ＳＡＡ又はＳＡＢに変換される。これによりオペレ
ータにおいて、この再生されたビデオ信号ＳＶＡ又はＳＶＢ、オーディオ信号ＳＡＡ又は
ＳＡＢにより編集点が順次設定され、この編集点による編集リスト１７がシステム制御回
路１５により作成される。
【００５９】
このようにして編集リスト１７を作成してオペレータがプレビューを指示すると、光ディ
スク装置２では、編集リスト１７に従った順序により、光ピックアップ３がシークし、上
述した再生時と同様に、編集リストによる順序で、光ディスク１より間欠的に、高転送速
度により、符号化データ、オーディオデータが交互に再生される。さらに再生された符号
化データ、オーディオデータがメモリ２２に一時蓄積され、連続したデータ列によりデー
タ伸長回路２４、デパッキング回路２６に出力され、これにより編集リストに従った順序
により再生されたビデオ信号及びオーディオ信号が出力される。
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【００６０】
これによりオペレータにおいては、１枚の光ディスクを管理して、この１枚の光ディスク
１を光ディスク装置２に装填して編集点を設定するだけの簡易なハンドリングにより、複
数チャンネルのビデオ信号を編集することができ、また編集結果を確認することができる
。
【００６１】
かくしてこの編集結果により必要に応じて、改めて編集作業が実行され、光ディスク装置
２においては、オペレータによる編集点の変更に対応してシステム制御回路１５により編
集リスト１７が更新される。また編集リスト１７が確定すると、オペレータの操作に応動
したシステム制御回路１５の制御により、光ピックアップ３が光ディスク１のシステムデ
ータ領域ＡＲＳにシークし、ＺＣＬＶにより光ディスク１を回転駆動した状態で、この編
集リスト１７がシステムデータ領域ＡＲＳに記録される。
【００６２】
これによりこの光ディスク１では、同時並列的に入力され、かつ同一の時間情報を有して
なるビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、対応するオーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢを記録してなる
光ディスク１に、これらビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、オーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢの編
集リストまで記録されることになり、さらに一段とこれらビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢ、オ
ーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＢによる各素材のハンドリングが簡略化される。
【００６３】
すなわちこのようにして編集リスト１７を記録してなる光ディスク１をオンラインの光デ
ィスク装置に装填し、この編集リストに従って光ディスク１の素材を再生することにより
、編集結果をオンライン出力することができ、結局、収録から番組送出までのプロセスを
１の記録媒体により実行することができる。
【００６４】
（１－３）第１の実施の形態の効果
以上の構成によれば、同時並列的に入力されるビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢをそれぞれ符号
化処理して光ディスク１に記録することにより、同時並列的に入力され、かつ同一の時間
情報を有してなるビデオ信号ＳＶＡ、ＳＶＢを１の記録媒体により一元的に管理し、ハン
ドリングすることができる。
【００６５】
さらにこのとき、符号化データＤＶＡ、ＤＶＢのデータ量が等しくなるようにこれらビデ
オ信号ＳＶＡ、ＳＶＢをデータ圧縮したことにより、必要に応じて何れのビデオ信号ＳＶ
Ａ、ＳＶＢをも選択して編集処理することができる。これにより例えば野球中継に適用し
て、例えばホームランの場面を種々のカメラワークにより後日確認することができる。ま
た例えばＤＶＤのマルチアングルのように、この２つのビデオ信号の両方を選択して編集
処理することもできる。
【００６６】
またこれらのビデオ信号の管理用データを光ディスク１に記録することにより、さらには
編集リストをも光ディスク１に記録することにより、結局、収録から番組送出までのプロ
セスを１の記録媒体により実行することができ、その分従来に比して、管理、ハンドリン
グを簡略化することができる。因みに、編集リストをも１の光ディスク１に記録すれば、
同一のタイムコードにより管理された複数チャンネルのビデオ信号が１の記録媒体に記録
されていることにより、編集リストの管理によりマルチアングルの編集作業を簡略化する
ことができると考えられる。
【００６７】
さらに情報記録面を同心円状に分割してなる小領域に、それぞれ第１及び第２のビデオ信
号の系統を割り当てることにより、単に光ディスク１に記録した内容を確認する場合には
、各小領域をアクセスして各チャンネルの内容を確認することができる。また不要なチャ
ンネルについては、各小領域に所望のデータを重ね書きすることもでき、これにより情報
記録面を有効に利用することができる。
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【００６８】
（２）第２の実施の形態
図４は、第２の実施の形態に係る光ディスク装置の記録系を示すブロック図である。この
実施の形態においては、同時並列的に入力されるビデオ信号について、データ圧縮による
符号化データ量が異なるようにデータ圧縮して、１の光ディスク４１に記録する。なおこ
の光ディスク装置４０において、図１について上述した光ディスク装置２と同一の構成は
、対応する符号を付して示し、重複した説明は省略する。
【００６９】
この光ディスク装置４０は、ディジタルビデオ信号ＳＶＡ及びＳＶＣを光ディスク４１に
記録する。このうちディジタルビデオ信号ＳＶＣは、主のディジタルビデオ信号ＳＶＡに
付随するビデオ信号であって、画質劣化をあまり問題とされないビデオ信号であり、この
実施の形態では、ディジタルビデオ信号ＳＶＡによる映像に対して、この映像の字幕を構
成するディジタルビデオ信号である。
【００７０】
また光ディスク装置４０は、オーディオ信号ＳＡＡ及びＳＡＣが入力され、このうちのオ
ーディオ信号ＳＡＣは、主のオーディオ信号ＳＡＡに付随するオーディオ信号であって、
音質劣化をあまり問題とされないオーディオ信号であり、この実施の形態では、これらオ
ーディオ信号ＳＡＡ及びＳＡＣは、いわゆる音声多重放送における主音声と副音声の関係
にある。
【００７１】
データ圧縮回路７Ｃは、ビデオプロセス回路６Ｃを介して入力されるこのディジタルビデ
オ信号ＳＶＣをＭＰＥＧの手法によりデータ圧縮し、符号化データＤＶＣを出力する。こ
のときデータ圧縮回路７Ｃは、主のビデオ信号ＳＶＡによる符号化データＤＶＡのデータ
量に比して、発生データ量が１／１０以下になるように、ディジタルビデオ信号ＳＶＣを
データ圧縮する。
【００７２】
またアナログディジタル変換回路８Ｃにおいては、オペレータの選択により、主のオーデ
ィオ信号ＳＡＡに比して、低レートによりオーディオ信号ＳＡＣをアナログディジタル変
換処理する。またパッキング回路９Ｃは、オペレータの選択により、主のオーディオ信号
ＳＡＡに比して、高いデータ圧縮率によりアナログディジタル変換回路８Ｃの出力データ
をデータ圧縮する。
【００７３】
図５は、この光ディスク装置４０のビデオ信号の再生系を示すブロック図である。この光
ディスク装置４０において、図３について上述した光ディスク装置２と同一の構成は対応
する符号を付して示し、重複した説明を省略する。
【００７４】
この光ディスク装置４０においては、第１の実施の形態に係る光ディスク装置２と同様に
、光ディスク４１より管理用データ１６を取得し、またこの管理用データ１６に従って、
オペレータの操作により光ディスク４１を再生し、これにより編集リスト１７を作成する
。ここでこの光ディスク４１には、主のビデオ信号ＳＶＡと、この主のビデオ信号ＳＶＡ
に付随する副のビデオ信号ＳＶＣが記録されていることにより、この編集作業は、主のビ
デオ信号ＳＶＡについて実行されることになる。
【００７５】
システム制御回路１５は、オペレータがプレビューを指示すると、また編集結果の出力を
指示すると、この編集リストに従って光ピックアップ３を順次シークさせ、これにより主
のビデオ信号ＳＶＡによる符号化データＤＶＡ、副のビデオ信号ＳＶＣによる符号化デー
タＤＶＣ、オーディオデータＤＡＡ、ＤＡＣを順次循環的に再生する。
【００７６】
このときシステム制御回路１５は、編集リスト１７に従って、主のビデオ信号ＳＶＡによ
る符号化データＤＶＡと同一のタイムコードが割り当てられてなる副のビデオ信号ＳＶＣ
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による符号化データＤＶＣ、オーディオデータＤＡＡ、ＤＡＣを順次循環的に再生する。
【００７７】
メモリ２２は、このようにして入力される符号化データＤＶＡ、符号化データＤＶＢ、オ
ーディオデータＤＡＡ、ＤＡＣを一時蓄積し、対応するタミングにより同時並列的に出力
する。データ伸長回路２４Ｃは、副の符号化データＤＶＣをデータ伸長して出力し、エフ
ェクター４３は、データ伸長回路２４より出力される主のビデオ信号ＳＶＡに、副の符号
化データＤＶＣより生成されたビデオ信号ＳＶＣをスーパーインポーズして出力する。
【００７８】
これによりこの実施の形態では、主のビデオ信号ＳＶＡによる画像に、副のビデオ信号Ｓ
ＶＣにより字幕をスーパーインポーズし、そのディジタルビデオ信号ＤＶを出力する。
【００７９】
なおこの実施の形態で図示しないオーディオ信号の信号処理系が、同時並列的に出力され
る２系統のオーディオデータをそれぞれディジタルアナログ変換処理して、２系統のオー
ディオ信号により出力する。
【００８０】
図４及び図５に示す構成によれば、主のビデオ信号と、付随する副のビデオ信号とを同時
並列的にデータ処理して光ディスク１に記録するようにしても、またオーディオ信号ＳＡ
Ａ、ＳＡＢを同時に記録するようにしても、これら素材の管理、ハンドリングを簡略化す
ることができる。
【００８１】
またこのとき発生データ量を異ならせて副のビデオ信号をデータ圧縮したことにより、光
ディスク４１の情報記録面を有効に利用することができる。
【００８２】
またこのとき管理用データ、編集リストを併せて記録することにより、主のビデオ信号Ｓ
ＶＡの編集作業により、対応する副のビデオ信号ＳＶＣ、オーディオ信号ＳＡＡ、ＳＡＣ
をも簡易に編集処理することができ、一段と使い勝手を向上することができる。
【００８３】
（３）他の実施の形態
なお上述の実施の形態においては、２チャンネルのビデオ信号及びオーディオ信号を同時
並列的に記録する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、２チャンネル以上のビ
デオ信号、オーディオ信号を同時並列的に記録する場合に広く適用することができる。
【００８４】
さらに上述の実施の形態においては、光ディスクの情報記録面を同心円状に小領域に分割
し、各小領域を第１のビデオ信号の系統、第２のビデオ信号の系統に順次割り当てる場合
について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば誤り訂正処理単位、データ圧縮単位に
より時分割多重化した符号化データ、オーディオデータを、この時分割多重化したデータ
ストリームによりそのまま光ディスクに記録して、複数のビデオ系統を光ディスクに記録
するようにしてもよい。
【００８５】
また上述の実施の形態においては、１の光ピックアップにより記録再生する場合について
述べたが、本発明はこれに限らず、複数の光ピックアップによりそれぞれオーディオ信号
及びビデオ信号を再生するようにしてもよい。
【００８６】
また上述の実施の形態においては、外周側よりビデオ信号及びオーディオ信号を順次循環
的に記録する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、十分なデータ転送速度を確
保できる場合には、面ぶれ等が少なく安定してデータを再生することができる内周側より
記録してもよく、またアドレス管理との関係で、一定領域を間に挟んで離散的に記録して
もよい。
【００８７】
さらに上述の実施の形態においては、最内周にシステムデータ領域を形成する場合につい
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て述べたが、本発明はこれに限らず、必要に応じて種々の領域に設定することができる。
また同様に、システムデータ領域についても、種々の領域に設定することができる。
【００８８】
さらに上述の実施の形態においては、ＺＣＬＶの条件により光ディスクを駆動してディジ
タルビデオ信号等を記録し、角速度一定の条件により再生する場合について述べたが、本
発明はこれに限らず、例えばディスク状記録媒体として光磁気ディスクを適用する場合で
あって、かつ十分な記録容量を確保できる場合には、記録再生の双方において角速度一定
の条件により光ディスクを駆動してもよい。また相変化型の光ディスクを用いる場合でも
、レーザー光量の制御により内周側と外周側とで相違する線速度によっても確実に所望の
データを記録できる場合、記録再生の双方において角速度一定の条件により光ディスクを
駆動してもよい。
【００８９】
また上述の実施の形態においては、ディジタルビデオ信号をＭＰＥＧによりデータ圧縮し
て光ディスクに記録する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、種々の手法によ
りデータ圧縮して記録する場合にも広く適用することができる。
【００９０】
さらに上述の実施の形態においては、両面に記録可能な相変化型の光ディスクにディジタ
ルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を記録する場合について述べたが、本発明は
これに限らず、両面に記録可能な光磁気ディスク、ライトワンス型の光ディスクを使用し
てもよく、十分な記録容量を確保できる場合、片面だけを使用するようにしてもよい。
【００９１】
また上述の実施の形態においては、テレビジョンカメラより入力されるビデオ信号を記録
する光ディスク装置に本発明を適用する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、
テレビジョンカメラと一体化されて、このテレビジョンカメラより得られるビデオ信号と
外部入力のビデオ信号を記録する光ディスク装置等にも広く適用することができる。
【００９２】
【発明の効果】
上述のように本発明によれば、同時並列的に第１及び第２のビデオ信号を符号化処理して
光ディスクに記録することにより、これら第１及び第２のビデオ信号による素材を１の光
ディスクにより容易に管理し、容易にハンドリングすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る光ディスク装置の記録系を示すブロック図であ
る。
【図２】図１の光ディスク装置に適用される光ディスクを示す平面図である。
【図３】図２の再生系を示すブロック図である。
【図４】本発明の第２の実施の形態に係る光ディスク装置の記録系を示すブロック図であ
る。
【図５】図４の再生系を示すブロック図である。
【符号の説明】
１、４１……光ディスク、２、４０……光ディスク装置、３……光ピックアップ、７Ａ、
７Ｂ、７Ｃ……データ圧縮回路、１０、２３……メモリ制御回路、１１、２２……メモリ
、１５……システム制御回路、２４、２４Ｃ……データ伸長回路、ＡＲＳ……システムデ
ータ領域、ＡＲＵ……ユーザー領域
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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